
白河市行政経営改革プラン（令和２年度～４年度）【概要版】

組織力

人材育成と職員の意識改革

サービス力

仕事意識の改革

研修の充実

人事評価の充実

組織の見直し

他の機関と連携した行政運営

サービスの質の向上

情報発信・広聴手段の充実

市民協働の推進

市民ニーズの把握

行政評価制度の推進

施設経営の強化

財政の健全化

事業の事前・事後評価の徹底

補助金の見直し

使用料の見直し

公有資産の計画管理・有効活用

効率的・効果的な予算編成

自主財源の確保・充実

市税・債権の徴収強化

財政力

経営コストの削減

他団体との連携

データのオープン化の推進

情報発信の充実

組織・業務体制の見直し

内部事務効率化

働きやすい環境づくり

ICT・ＡＩ・ＲＰＡによる効率化

はんこレス・ペーパーレス化

共通業務の基準化

民間委託の推進

サービス提供体制の充実

新たなサービス基盤の導入

① 急速に進行する少子高齢化社会

② 扶助費をはじめとする社会保障費の増大

③ 歳入の減少

④ 公共施設の老朽化

⑤ 高度情報化社会への対応

事業の選択と集中と将来世代に

責任を持つ行財政運営

仕事意識の向上と効果的な組織

づくり

新たな発想による市民の視点に

立ったサービスの提供

組織力

サービス力

財政力

３つの力の醸成

２．改革方針

１．抱える課題 ３．取組の体系

将来にわたり持続可能な自治体経営の実現

改革目標


